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マメハモグ リバエ寄生蜂の図解検索

An 11lustrated Key to the Hymenopterous Parasitoids of Z″ ′θ″ッzα ″派)″′in Japan

小西和彦
拿
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マメハモグリバエとその寄生蜂

マメハモグリバエ Zノ′ノθ″ッzα ″ル″′は体長 2 mmほ どの,マ メ科をはじめキク科,セ リ科 ,

ナス科など多くの植物の葉を加害する害虫で, 日本へは 1990年頃侵入して,主に施設栽培の
キク, トマ ト,ガーベラ,セルリーなどで問題になっている。このハエの幼虫は植物の葉に ト
ンネルを掘りながら葉肉を食害するため, トンネルの部分は白っぽくなり,ま るで葉に線を描
いたように見える。

本種は多くの殺虫剤に対して抵抗性を獲得しており,ま た,幼虫が葉の中にいて殺虫剤がか
かりにくいこともあつて,薬剤防除のみで被害を回避することが困難になっている。さらに,
施設栽培では花粉媒介のためにハナバチ類を使っていたり,他の害虫を防除するために天敵を
使っていたりと殺虫剤を使えない場合も多い。そのようなわけで, ヨーロッパでは従来からマ
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マメハモグリバエが含まれるハモグリバエ科の寄生蜂には寄主範囲が広いものが多いことが

知られている。従って,侵入害虫であるマメハモグリバエにも元々日本にいる多くの寄生蜂が
寄生することが予想された。日本の在来寄生峰の中に天敵農薬として使える種がいないか探 り,

また,既存の天敵農薬の効果を判定したり,海外から導入 した寄生蜂を用いた場合に在来寄生
蜂にどのような影響を与えるか評価するために,どのような種の在来寄生蜂がマメハモグリバ
エに寄生しているかを知る必要があつた。そこで, 日本でのマメハモグリバエ発見直後から,
このハエにどのような在来寄生蜂が寄生しているか調査が行われ,1995年 から 1997年にかけ
ては小事項 「マメハモグリバエの防除に関する研究」に農業環境技術研究所昆虫分類研究室が

参画してこのハエが発生しているできるだけ多くの地域から寄生蜂を収集 し,少なくとも 28
種もの在来寄生蜂が侵入害虫であるマメハモグリバエに寄生していることが明らかになつた。
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イサエアヒメコバチ 図 2 ハモグリコマユバチ
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また,それ らの寄生峰の内 ,
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ヒメコバチ 巖″ 7ip′αrSικ郷 ツ″″θO“お (図 3),ハモグ リミカンム リ
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図 4 ハモグリミドリヒメ

寄生蜂の同定と図解検索

マメハモグリバエが体長 2 mm程度の小さな昆虫であるため,それに寄生するハチも小さ
なものばかりである。その上,寄生蜂には未解明の種が多く,図鑑のような一般向けの情報も

ほとんどない。このようなことから,通常,寄生蜂の分類の専門家以外が寄生蜂の同定をする

ことはほとんど不可能である。

マメハモグリバエのような重要害虫が侵入 し,それに対して天敵農薬が有効であることが分

かっているような状況であれば,多 くの試験場で天敵農薬の試験が行われであろうことは容易

に想像できる。 1回のサンプリングで複数種を含む多量の寄生蜂が得られるため,全国の試験

場で得られる寄生峰の個体数は莫大なものとなり,そ の同定を日本に数人しかいない寄生峰の

分類学者に依頼していたのでは同定結果の回答がいつまで経ってももらえないような事態とな

り,た いへん効率が悪い。

そこで,分類の専門家でなくても容易に形態の違いを理解 して,寄生蜂の種を同定できるよ

うに,図 を多用した検索表を作成 して 「マメハモグリバエ寄生峰の図解検索」として農業環境

技術研究所資料第 22号 (1998年 )に公表した。この図解検索を用いることで在来種 28種 と

導入種であるハモグリコマユバチの計 29種を,形態の知識なしに同定できることが期待され

た。図解検索公表後に多くのマメハ

モグリバエ寄生蜂関連の成果が出さ

れたにもかかわらず同定依頼の件数

が少なかつたことから,図解検索を

有効に利用 していただけているもの

と考えている。

マメハモグリバエ寄生蜂の図解検索

ホームページ

マメハモグリバエ寄生蜂の図解検

索には,農業環境技術研究所ホーム
ページ,(http:〃www.niaes.affrc.gojp/)

の研究 トッピクスからアクセスでき

る。農環研資料に発表 した図解検索

ではそれまでにマメハモグリバエか

ら出た寄生蜂 28種全てを取り扱った

が,その後に新たな寄生蜂が見つかる 図 5 マメハモグリバエ寄生蜂の図解検索 トップ・ベージ
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可能性は残っているし,既に取
り扱 つている 28種 に関す る知

見が増加す るのは確実である。

いつたん印刷物 として出 して し

ま うとそのような情報を追加す

ることが困難であることか ら,

図解検索のホームページも作成

した (図 5)。 その後 ,現在に
至るまで新たな寄生蜂は見つか

つていないが, 日本語で書かれ

た図解検索の別刷 り請求が海外

か らも来るため,ま ずは英語版

を作ってホームページに追加 し

た (図 6)。 その他 に,新 たに

付けられた和名 も追加 している。

また,最近 ,ハ モグリコマユバ

チと Dαε
“"sα
 s齢疏側 α′の識別法

も追加 した (図 7)。 図 6 英語版図解検索の 1ページロ
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図7 ハモグリコマユバチ Dα
`′
ンsα J分たαとD sαsα腸″αプの識別法のペ

D ttwttwα′はハモ グ リコマユバチ と同属で,ナモ グ リバエの寄生蜂 として記載 された種で
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あリマメハモグリバエヘの寄生は確認されていないのだが,も しD.sttαた翻α′がマメハモグリ

バエから得られてもこの図解検索ではハモグリコマユバチと同定されてしまうためである。以

上のように,あ まり頻度は高くないものの,時々新しい情報を追加 しているので,既に農環研

資料に載つた図解検索を利用している方も httpノ/cse.naro.affrc.gojp/kollishi/mぷ n.htmを 訪れて

みていただきたい。

近年,マ メハモグリバエと同属の トマ トハモグリバエ Z″jο″ッza sα′jソαθが日本に侵入し,ま

た,やはり同属のレタスハモグリバエ Z.力αjあンθれ∫Jsの侵入も懸念されている。これらの寄生

蜂を調査する際も,マ メハモグリバエ寄生蜂の図解検索を活用していただけると幸いである。

ただし,マ メハモグリバエ以外の寄主の寄生蜂を同定する際は,同定結果が疑わしい種は無理

に種名を確定せずに専門家に同定依頼するようおすすめしたい。
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